
後

コい

予
定
よ
り
や
や
遅
れ
ま
し
た
が
、
此
処
に
第
三
十
五
号
を
発
行
い
た
し

ま
す
。
本
年
は
祖
山
学
院
創
設
五

O
周
年
に
当
り
ま
す
の
で
、
今
秋
十
月

に
そ
の
記
念
祭
を
挙
行
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
号
の
表
紙
題
字
は
、
「
核
神
」
創
刊
後
、
間
も
な
い
大
正
初
期
に
、

小
泉
日
慈
法
主
が
御
染
筆
さ
れ
た
も
の
を
、
記
念
と
し
て
再
び
掲
げ
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
学
の
地
図
義
遜
教
授
は
、
昨
秋
「
法
華
教
学
史
の
研
究
」
に
よ
り
、

文
学
博
士
の
学
位
を
受
領
さ
れ
ま
し
た
＠

永
年
の
研
究
成
果
た
る
右
論
文
は
、
既
に
本
学
出
版
部
よ
り
刊
行
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

宗
門
教
学
の
権
威
た
る
塩
田
・
室
住
一
向
教
授
の
玉
稿
と
、
長
谷
川
・
町

田
－
大
森
各
講
師
の
研
究
論
文
に
よ
っ
て
、
本
号
を
飾
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。身

延
山
に
於
け
る
唯
一
の
研
究
機
関
誌
と
し
て
、
此
の
「
楼
神
」
が
益

々
発
展
し
、
順
調
に
維
持
さ
れ
ま
す
よ
う
諸
賢
の
御
協
力
を
切
望
い
た
し

ま
す
。

（
上
回
・
記
）

昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
日

昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
五
日

編

集

人

里甲

大 府 宮 松

発

行

人

印

刷

人

印

刷

所

発 印

行刷
木見

如本泰
印

局リ

発

行

所

山

梨

県

身

延

町

三

四

九

七

身

延

山

短

期

大

学

仏

教

学

会

振

替

（

甲

府

）

一

二

七

五

番

田

市

錦

町

宣

堂

龍興穏所


